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トを標準試料として粉末X線回折法を行い， (310) (a 軸)と (002) (c 軸)の半価幅の比較を行った。
(b) 微小焦点X線回折法:家族性HVDRR兄妹及び散在性HVDRR女児の研磨切片上の 4 点(エ
ナメル質，外套象牙質部，球状象牙質部及び融合した球状象牙質部)と健常児からの正常エナメル質と
象牙質上の上記 4 点に相当する部位にX線を照射した。得られたX線回折像をマイクロフォトメーター
で処理し， a 軸と c 軸の相対的半価幅の比較を行った。









2) 結晶学的検索:粉末X線回折結果は， HVDRRエナメル質の半価幅が， a 軸・ c 軸とも健常児エ
ナメル質のそれと同等であることを示した。一方， HVDRR象牙質の半価幅は， a 軸・ c 軸とも健常
児のそれより小さい値を示した。そこで部位別に調べるために微小焦点X線回折を行ったところ， HV 
DRRエナメル質，外套象牙部，融合した球状象牙質部の半価幅が健常児のそれらと同じ値を示すのに
対して，球状象牙質部の半価幅は，正常象牙質部のそれより小さい値を示した。
3) TEMによる観察 :HVDRR球状象牙質アパタイトを健常児からの正常象牙質のそれと比較する
と，前者が明らかに大きく， c 軸にそって排列する傾向を示した。しかし融合した球状象牙質部では，
象牙質アパタイトの大きさが小さくなり，正常象牙質の象牙質アパタイトとほぼ同じ大きさであること
が示された。
(結論)
本研究結果は，球間象牙質の多発を特徴とするHVDRR乳歯の象牙質アパタイトの結晶性が，正常
象牙質のそれより優れており，それが球状象牙質のアパタイトが正常象牙質のそれより大きいことに起
因することを明らかにした。
論文の審査結果の要旨
本研究は，低リン血症性ビタミンD抵抗性くる病(以下HVDRR と略)擢患乳歯の病理組織学的所
見を系統的に検索すると共に，そのエナメル質および象牙質におけるアパタイトの結晶性を調べたもの
であるo
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HVDRR乳歯エナメル質および外套象牙質には，病理組織学的な異常が認められなかった。しかし
象牙質においては，球間象牙質の多発，象牙前質の拡大，歯髄からエナメル一象牙境まで達する管状欠
損の存在といった特異な所見が認められた。これらの病的所見は女性より男性で重篤であり，全身的な
重篤度と相関する傾向にあった。さらにHVDRR乳歯における修復象牙質の形成能は，組織学的には
正常と変わりなかった。
一方，病理組織学的に異常の認められないHVDRR乳歯エナメル質および外套象牙質の結晶性を調
べると，健常乳歯のそれらと同程度であった。しかし球間象牙質が多発する髄周象牙質の結品性は，健
常乳歯のそれより優れていた。この優れた結品性は，球状象牙質のアパタイトが，健常乳歯象牙質のそ
れよりも大きいことに起因する事が示された。
以上のように，本研究はHVDRR乳歯象牙質の病理組織学的特徴と結晶学的所見とを関連づけるこ
とにより，本疾患の歯牙硬組織の病像を解明する上で多大に貢献しており，学位授与に十分値すると認
める。
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